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「脳神経回路の形成・動作原理の解明と制御技術の創出」 
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匂いで誘起される意欲・情動行動の神経回路機構 

 
 

 

§１．研究実施体制  
 

（１）森グループ 

① 研究代表者：森 憲作 （東京大学大学院医学系研究科、教授） 

② 研究項目 

・１． 嗅覚情報を意欲・情動行動に結びつける神経回路の解析 

・２． 感覚入力が off-line 時の、嗅覚中枢ニューロンの動作原理の解析 
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§２．研究実施内容  

 

（１） 嗅球から嗅皮質への２つの並列神経経路（房飾細胞経路と僧帽細胞経路）は、嗅覚情報の異

なった側面を処理し、嗅皮質の異なった部位へその情報を送ることが解明され、より高次嗅覚

中枢の機能解析への重要な手がかりが得られた（平成２１年度からの継続） 

嗅球で受け取られた匂い情報は２種類の嗅球投射ニューロン（房飾細胞と僧帽細胞）により

嗅皮質へと伝えられる。平成２４年度までの研究により、同じ糸球に所属し同じ匂い分子受容

体からの情報を受け取る房飾細胞と僧帽細胞は、（１）呼吸の異なった相で信号を伝えている

こと（signal timing が異なること）、（２）匂い分子受容範囲 (molecular receptive range)が

異なること、（３）応答する匂い濃度閾値が異なること、および（４）匂い応答のスパイク発火頻度

が異なることを見出した。また、個々の細胞の全軸索の３次元再構築により、房飾細胞軸索は

特定の標的領域に focal projection をするのに対し、僧帽細胞の軸索は、嗅皮質のほぼ全領

域に dispersed projection をすることがわかった。 これらの知見より、嗅球から嗅皮質へと匂

い情報を伝える２つの並列神経経路（房飾細胞経路と僧帽細胞経路）は、嗅覚情報の異なっ

た側面を担当し、嗅皮質の異なった部位へ異なった signal timingでその情報を送ることが判

明した。これら２つの並列神経経路の機能と構造の解明は、嗅皮質を経由しての高次嗅覚中

枢（前頭眼窩皮質や嗅結節）への匂い情報処理経路の機能解析に重要な手がかりを与えるこ

ととなった。 (1. Igarashi et al., 2012) 

 

(2) 徐波睡眠時に嗅皮質で発生し、嗅球へと伝わる嗅皮質鋭波(olfactory cortex sharp wave, 

OC-SPW)が、食後睡眠時の新生顆粒細胞の細胞死による除去に関与することが判明した。 

    これまでの本研究により、私達は、（１）嗅皮質は徐波睡眠時に鋭波(OC-SPW)を発生し、こ

の嗅皮質鋭波は、 Top-down 経路を介して嗅球の顆粒細胞へと伝わること、および（２）嗅球

の新生顆粒細胞の除去は、食事後の休息・睡眠時に顕著に増大すること、を見出した。平成

２４年度は、睡眠時におこる嗅皮質鋭波が、食後睡眠時の新生顆粒細胞の除去に関与する

かどうかを調べる目的で、嗅皮質の電気刺激による人工の嗅皮質鋭波発生実験や、半側前

梨状皮質に限局した嗅皮質鋭派発生の薬理学的抑制実験を行った。この結果、徐波睡眠時

の嗅皮質鋭波が、食後睡眠時の新生顆粒細胞の除去に積極的に関与することが判明した。 

   (Komano et al., in preparation) 
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